
コード 80220

講時 単位数 2

科目名 社会福祉援助技術現場実習Ⅰ

担当教員
船本　淑恵、神部　智司、農野　寛治、安本　伊佐子、阪本　博寿、
前川　敦

配当 教福4

開期 集中通年 集中0限

授業テーマ 社会福祉現場から相談援助実践について学ぶ

目的と概要

　社会福祉施設・機関・団体などにおける現場実習を通して、社会福祉専門職として必要な知識、技術、倫理
などについて理解を深める。
　具体的には次の内容を学ぶ。社会福祉施設・機関・団体などの現状を理解する。社会福祉専門職に必要な
専門知識、関連知識の内容の理解を深める。これらの知識、技術を実際の場面で活用し、援助を必要としてい
る人々への相談援助業務に必要な資質・能力・技術を習得する。関連領域の専門職との連携のあり方と実際
を学ぶ。地域におけるネットワークの構築やあらたな福祉サービス創出の視点を獲得する。自己の内省を行
い、自らの課題を発見する。

成績評価法 実習評価に基づく。

テキスト 特になし。

参考書 指定しない。

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

〈履修に当たっての注意・助言〉利用者のいのちと暮らしを支える現場であることを認識し、倫理原則を守りなが
ら誠実に取り組んでください。
〈準備学習〉参考書の指定はしませんが、各自の実習先に関連する文献は必ず読んでおくこと。また、現状理
解のために政策の動向を把握しておくこと。そのために、新聞は必ず毎日読んでおくこと。

講義計画

　実習期間中に担当教員が実習施設・機関・団体などを巡回し、学生および実習指導者との情報共有を行うこと
で、実習生の実習状況を把握し、指導・助言など個別指導を行う。
　それぞれの配属実習先との打ち合わせにもとづいて作成した実習プログラムによる実習を行う。実習プログラム
は、職場実習、職種実習、ソーシャルワーク実習を適宜組み合わせて作成する。具体的には以下の内容を含むもの
とする。
１．利用者やその関係者(家族・親族・友人等)、施設・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等とのコ
ミュニケーション・スキル
２．利用者理解、およびニーズ把握と援助計画の作成
３．利用者やその関係者との専門的援助関係の形成
４．利用者やその関係者への援助のあり方(権利擁護、エンパワメントを含む)とその評価
５．施設・機関・団体等における多職種連携などチームアプローチの実際
６．社会福祉士の職業倫理
７．就業規定および組織の一員としての役割と責任、施設・機関・団体等の経営、管理運営の実際
８．施設・機関・団体等の地域社会における役割および地域社会への働きかけの具体的内容(アウトリーチ、ネット
ワーキング、社会資源の活用・調整・開発など)
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